
城西国際大学薬学部　5 年生　石田  杏華

薬用部位

薬効

生薬名

用途 便秘による腹痛、常習性便秘に用いられる。

桂枝加芍薬大黄湯（ケイシカシャクヤクダイオウトウ）、

大黄甘草湯（ダイオウカンゾウトウ）など

止瀉健胃、瀉下、利尿作用

根茎

大黄（ダイオウ） 局方生薬

　

ダ
イ
オ
ウ
は
中
国
西
部
原
産
で
薬
用
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。
日
本
で
は
奈
良
県

な
ど
で
わ
ず
か
に
薬
用
だ
け
で
な
く
、
観
賞
用

と
し
て
も
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。
葉
は
大
形
で

直
径
は
40
㎝
以
上
で
す
。
薬
用
部
位
で
あ

る
根
茎
は
肥
厚
し
て
いて
、
黄
褐
色
で
す
。

　

乾
燥
し
た
根
茎
は
「
大
黄
（
ダ
イ
オ
ウ
）」

と
言
う
生
薬
で
す
。
根
に
「
セ
ン
ノ
サ
イ
ド
」

と
いう
成
分
が
含
ま
れ
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

そ
の
含
有
量
が
多
く
な
る
た
め
３
年
生
以
上

の
も
の
を
薬
用
に
使
用
し
ま
す
。「
セ
ンノ
サ
イ

ド
」
は
大
腸
を
刺
激
し
て
腸
の
動
き
を
活
発

に
さ
せ
る
こ
と
で
、
排
便
を
促
す
強
い瀉
下
作

用
を
有
し
て
いま
す
。
そ
の
た
め
、
便
秘
や
便

秘
に
よ
る
ふ
き
で
も
の、
お
腹
のは
り
、
バ
リ
ウ

ム
造
影
剤
を
用
いた
検
査
後
の
下
剤
と
し
て

用
いら
れ
ま
す
。
２
週
間
を
超
え
る
長
期
服

用
は
、
依
存
性
の
便
秘
増
悪
を
起
こ
し
、

用
量
の
増
加
が
必
要
と
な
る
た
め
、
便
秘
の

短
期
治
療
に
用
いら
れ
ま
す
。
体
質
に
よ
って

は
悪
心
、
嘔
吐
、
発
熱
な
ど
が
起
こ
る
た
め

服
用
量
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

便
秘
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
食
生
活

の
変
化
、
ス
ト
レス
、
運
動
不
足
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
改
善
し
て
も
治
ら
な
い場
合

は
一
時
的
に
様
々
な
便
秘
薬
を
用
いて
み
て

は
いか
が
で
し
ょ
う
か
。

学名：Rheum officinale Baillon 　科名：タデ科
ダイオウ

便秘薬の将軍Vol.113



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 抗悪性腫瘍薬

（急性白血病、悪性リンパ腫、小児腫瘍）

抗悪性腫瘍（抗がん）、降圧作用

全草

日日草（ニチニチソウ）

　

赤
、
白
、
ピ
ン
ク
の
３
色
が
鮮
や
か
で
綺

麗
な
花
で
す
ね
。
こ
ち
ら
は
ニチ
ニチ
ソ
ウ
と
い

う
植
物
で
、
炎
天
下
で
も
日
々
、
花
が
絶

え
ず
咲
く
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
マダ

ガ
ス
カ
ル
島
が
原
産
の
常
緑
低
木
植
物
で
、

熱
帯
で
は
代
表
的
な
花
で
す
。
日
本
に
は
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
渡
来
し
、
１
年
草
と
し
て
栽
培

さ
れ
て
いま
す
。
光
沢
のあ
る
長
楕
円
形
の葉

を
つけ
、
花
色
は
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
の
他
に

紫
紅
色
な
ど
多
彩
に
あ
り
、
世
界
各
地
で

観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
て
いま
す
。

　

昔
は
民
間
療
法
と
し
て
降
圧
剤
、
止
血

剤
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
て
いま
し
た
。
近
年

の
研
究
で
「
ビ
ンブ
ラ
ス
チ
ン」
と
「
ビ
ンク
リ

ス
チ
ン」
と
い
う
２
種
類
の
成
分
に
抗
悪
性

腫
瘍
作
用
（
抗
が
ん
作
用
）
を
有
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ビ
ンク
リ
ス
チ
ンは

「
オ
ン
コビ
ン」
と
いう
医
薬
品
と
し
て
、
ビ
ン

ブ
ラ
ス
チ
ンは
「
エク
ザ
ー
ル」
と
いう
医
薬
品

と
し
て
白
血
病
や
リ
ンパ
腫
な
ど
の
が
ん
治
療

に
使
用
さ
れ
て
いま
す
。

　

身
の
回
り
に
も
医
薬
品
に
利
用
さ
れ
る
ほ

ど
有
益
な
植
物
が
存
在
し
て
いま
す
。
医
薬

品
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て
いる
植
物
の
研

究
が
進
み
、
新
薬
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
今

後
も
期
待
し
た
いで
す
ね
。

学名：Catharanthus roseus (L.) G.Don.　科名：キョウチクトウ科
ニチニチソウ

がん患者を救う花Vol.114



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 黄疸や肝炎に用いられる。

消炎性利尿作用、利疸作用

青蒿（帯花枝葉）、茵蔯蒿（花穂）、牡蒿（全草）
牡蒿（オトコヨモギ）

　

皆
さ
ん
も
こ
の
植
物
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
いで
し
ょ
う
か
。
オ
ト
コヨ
モ
ギ
と

いう
植
物
で、
ヨモギ
の１
種
です
。
実
が
１
㎜

に
も
満
た
な
いほ
ど
小
さ
く
種
子
が
な
いと
思

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ト
コの
ヨモ
ギ
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
った
と
言
わ
れ
て
いま
す
。

　

オ
ト
コヨモギ
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
、
東
ア

ジ
ア
の
温
帯
か
ら
熱
帯
に
か
け
て
分
布
し
、

日
当
た
り
の
良
い
山
野
に
生
え
て
い
る
多
年

草
で
す
。
花
期
は
８
～
11
月
で
、
円
す
い状

に
多
数
の淡
黄
色
の小
形
の花
を
つけ
ま
す
。

　

採
集
時
期
、
使
用
部
位
に
よ
っ
て
青
蒿

（
帯
花
枝
葉
）、
茵
蔯
蒿
（
花
穂
）、
牡
蒿

（
全
草
）
と
別
の
名
が
つけ
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
常
、
青
蒿
に
カ
ワ
ラ
ニンジ
ン、
茵
蔯
蒿
に

カ
ワ
ラ
ヨモギ
や
ハマヨモギ
、「
牡
蒿
」
に
オ
ト

コヨモギ
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

オ
ト
コヨ
モ
ギ
の
花
穂
は
消
炎
性
利
尿
、

利
疸
薬
と
し
て
黄
疸
、
肝
炎
な
ど
に
使
用
さ

れ
ま
す
。
全
草
は
感
冒
に
よ
る
発
熱
、
疲
労

に
よ
る
咳
、
マラ
リ
ア
、
口
内
炎
、
で
き
物
、

湿
疹
、
黄
疸
な
ど
に
用
いら
れ
ま
す
。
ま
た
、

全
草
の
ア
ルコー
ルエキ
ス
は
白
癬
菌
に
対
す
る

抗
菌
作
用
が
あ
り
ま
す
。

学名：Artemisia japonica Thunb. 　科名：キク科
オトコヨモギ

実がないヨモギ！？Vol.115



城西国際大学薬学部　5 年生　岡野  克海

薬用部位

薬効

生薬名

用途 健胃薬、解毒薬、消腫薬として胃炎、腸炎、敗血症などに

用いられる。

抗菌、清熱、解毒、去風、消腫、健胃など

全草

蕃杏（ばんきょう）

　

こ
の
植
物
を
召
し
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

も
いら
っし
ゃ
る
の
で
は
な
いで
し
ょ
う
か
。
ツ
ル

ナ
と
いう
植
物
で
、
お
浸
し
や
天
ぷ
ら
な
ど
で

食
べら
れ
て
いま
す
。

　

北
海
道
西
海
岸
か
ら
九
州
、
沖
縄
お
よ

び
中
国
、
台
湾
、
南
ア
ジ
ア
、
南
米
、
ニュー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
分
布
し
、

海
岸
地
帯
に
生
え
る
多
年
草
で
す
。β  - 

カ

ロテ
ンや
ビ
タ
ミ
ンK
、
鉄
分
な
ど
の
栄
養
素

が
豊
富
な
た
め
、
海
岸
に
生
え
る
ほ
う
れ
ん

草
と
も
言
わ
れ
て
いま
す
。

　

葉
は
肉
厚
で
無
毛
で
す
が
、
塩
嚢
細

胞
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
粒
状
の
突
起
が
あ

り
、
光
沢
が
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
花

は
４
～
11
月
に
咲
き
、
黄
色
の
花
を
１
か
ら

２
個
つけ
ま
す
。

　

全
草
に
含
ま
れ
る
成
分
に
抗
菌
作
用
が
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
健
胃
の
効
果

が
あ
る
こ
と
か
ら
胃
炎
や
腸
炎
に
用
いら
れ
た

民
間
薬
で
す
。
肌
荒
れ
や
貧
血
、
骨
粗
鬆

症
な
ど
の
予
防
に
関
与
す
る
栄
養
素
を
含

み
、
食
生
活
の
質
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
多

岐
に
わ
た
る
健
康
サ
ポ
ー
ト
への
貢
献
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い食
事
の
た

め
に
も
適
度
に
摂
り
入
れ
て
いき
た
いで
す
ね
。

学名：Tetragonia tetragonoides (Pall.) O. Kuntze 　科名：ツルナ科
ツルナ

海岸に生えるほうれん草Vol.116
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